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1: xsdをいめる
XML Schemaは、XMLをするためのとフレームワークです。

XMLににしているというで、 のXMLは、スキーマにするをテストできます。なとスキーマにする
とのはです。

バリデーションにはがまれます

XMLがのをつ、のにする、キー、など、、またはのにするテキストなどのをたしているかど
うかをチェックします。

•

すると、データモデルインスタンスXML InfosetをインスタンスPSVIPost-Schema-

Validation Infosetにします。ここでとにはがされ、デフォルトがされます。
•

XMLスキーマは、DTDのがりまなかった、とりわけみみのなセット、のと、レイアウトののなど
、よりなシステムにするためにされました。

バージョン

バージョン

1.0 2001-05-02

1.0、Second Edition 2004-10-28

1.1 2012-04-05

XMLスキーマ1.0は20015にW3Cとしてされ、をむ2はにW3Cとしてされました。

2012にXMLスキーマ1.1がW3Cになりました。バグとそののがえられましたが、のバージョンと
ほとんどがありました。

Examples

インストールまたはセットアップ

XSD、XMLスキーマは、XMLのをするです。 XSDファイルは、XMLファイルのにできます。これ
をするプロセスは、するためにしたものによってなります。するエンジンがのXSDバージョンと
があるようにするがあります。

オンラインでxsdをいめるをむ https://riptutorial.com/ja/xsd/topic/2907/xsdをいめる
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2: xscomplexType

き

xscomplexTypeは、インスタンス・ドキュメントのXMLのコンテンツのをします。 xscomplexType

のはグローバルにうことができ、そのにはをち、スキーマでできます。また、されたコンテキス
トでのみできます。

パラメーター

trueにすると、はxsitypeをしてインスタンスXMLですることはできません
。ただし、のとしてできます。 デフォルトはfalse - ルートレベルのxs

complexTypeにしてのみ

ブロック
XMLインスタンスでできるをしますデフォルトでは、xsschemas 

blockDefaultのがされていればそれがデフォルトです。 'union'をでります
。

の
がスキーマでのでこのをすることをすることをしますデフォルトでは、
xsschemaのfinalDefaultのがされていればそれがされ、それのは、 '#all'| '
、' union 'をでります - ルートレベルのxscomplexTypeにのみです

id スキーマのIDオプション

インスタンスXMLにコンテンツがまれるがあることをしますデフォルト
はfalse

xscomplexTypeの - ルートレベルのxscomplexTypeにのみ

どれか ' http://www.w3.org/2001/XMLSchema 'にないのもされます。

----------------- ------

----------------- ------

xs ドキュメントとでみりなデータをするをします。

xssimpleContent xscomplexTypeがxssimpleTypeからしているにされます。

xs
complexContent

xscomplexTypeがのxscomplexTypeからしているにされます。

xsgroup xsgroupのをxscomplexTypeのにします。
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xsall xsallからxscomplexTypeにをします。

xschoice xschoiceのをxscomplexTypeのにします。

xsシーケンス xssequenceのをxscomplexTypeのにします。

xs xscomplexTypeにxsをします。

xsattributeGroup xsattributeTypeをxscomplexTypeにします。

xsanyAttribute xsanyAttributeをxscomplexTypeにします。

xscomplexTypeからする

xscomplexTypeがのxscomplexTypeからしているは、 やによってそれをうことができます。

extension - は、でされたすべてをりし、それにします。•

- は、したのみをからりし、なのみをします。アイテムはできません。•

xssimpleTypeからする

xscomplexTypeがxssimpleTypeからしている、 をってそれをうことができます。この、のにをで
きますが、はできません。

コンテンツタイプ

には、xscomplexTypeにはまたはなコンテンツがまれます。 xscomplexTypeがxsanySimpleType

xsint、xsstringなどにづいたからしている、 です。 なコンテンツをむxscomplexTypeからした、
それはです xscomplexTypeがからしていないはです。

Examples

シーケンスとをつグローバルComplexType

このは、complexTypeのなグローバルをしています。はxsschemaのであるため、グローバルとみ
なされます。グローバルにされたは、スキーマののでもできます。

これは、グローバルなxscomplexTypeをするためのもなであり、xssequence、xschoiceまたはxs

allをしてをし、にじてもちます。

グローバルにされているため、スキーマセットにのがです。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="qualified" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:complexType name="PersonType"> 
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        <xs:sequence> 
            <xs:element name="Forename" type="xs:string" /> 
            <xs:element name="Surname" type="xs:string" /> 
        </xs:sequence> 
        <xs:attribute name="Gender"> 
            <xs:simpleType> 
                <xs:restriction base="xs:string"> 
                    <xs:enumeration value="male" /> 
                    <xs:enumeration value="female" /> 
                </xs:restriction> 
            </xs:simpleType> 
        </xs:attribute> 
    </xs:complexType> 
</xs:schema>

のxscomplexTypeをしてグローバルなxscomplexTypeをする

このでは、のxscomplexTypePersonTypeにづいてしいxscomplexTypeEmployeeTypeをしていま
す。

これのはややです。のxscomplexTypePersonTypeはであるとえられますこれについてはでしくし
ます。<xscomplexContent>をします。 PersonTypeをしているので、<xsextension base = 

"PersonType">というをします。 xsextensionタグには、コンポジターxsall / xschoice / xs

sequenceとのをできます。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="qualified" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:complexType name="PersonType"> 
        <xs:sequence> 
            <xs:element name="Forename" type="xs:string" /> 
            <xs:element name="Surname" type="xs:string" /> 
        </xs:sequence> 
        <xs:attribute name="Gender"> 
            <xs:simpleType> 
                <xs:restriction base="xs:string"> 
                    <xs:enumeration value="male" /> 
                    <xs:enumeration value="female" /> 
                </xs:restriction> 
            </xs:simpleType> 
        </xs:attribute> 
    </xs:complexType> 

https://riptutorial.com/ja/home 5

https://i.stack.imgur.com/MownI.png


    <xs:complexType name="EmployeeType"> 
        <xs:complexContent> 
            <xs:extension base="PersonType"> 
                <xs:sequence> 
                    <xs:element name="Salary" type="xs:decimal" /> 
                </xs:sequence> 
                <xs:attribute name="EmployeeID" type="xs:int" use="required" /> 
            </xs:extension> 
        </xs:complexContent> 
    </xs:complexType> 
</xs:schema>

のxscomplexTypeをしてグローバルxscomplexTypeをする

これはがしトリッキーになるです。、のxscomplexTypeをしています。 SolidStateDriveTypeは
HardDiskTypeからしますが、spinUpTimeとRotationSpeedをします。

とをうアプローチがなることにしてください。をするには、それをし、そのをにするがあります
。にそれらをしないでは、それらをすることになります。、しいにしたいをするがあります。

されたの されたからじるXMLインスタンスをにロードすることができなければなりません。きが
にするがあります。したがって、のまたはをすることはできません。されたでするには、でオプ
ションでなければなりません。されたタイプのまたはのタイプ/ファセットルールをする、しいタ
イプ/ファセットルールはベースタイプとがなければなりません。したがって、ベースタイプが
shortの、タイプはバイトですが、いことではありません。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 - Developer Bundle Edition (Trial) 15.0.2.7192 
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(https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="qualified" xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:complexType name="HardDiskType"> 
        <xs:sequence> 
            <xs:element name="Capacity" type="xs:long" /> 
            <xs:element name="RotationSpeed" type="xs:int" minOccurs="0" /> 
        </xs:sequence> 
        <xs:attribute name="name" type="xs:string" /> 
        <xs:attribute name="spinUpTime" type="xs:time" /> 
    </xs:complexType> 
    <xs:complexType name="SolidStateDrive"> 
        <xs:complexContent> 
            <xs:restriction base="HardDiskType"> 
                <xs:sequence> 
                    <xs:element name="Capacity" type="xs:long" /> 
                </xs:sequence> 
                <xs:attribute name="spinUpTime" use="prohibited" /> 
            </xs:restriction> 
        </xs:complexContent> 
    </xs:complexType> 
</xs:schema>

オンラインでxscomplexTypeをむ https://riptutorial.com/ja/xsd/topic/9047/xs-complextype
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3: xsschema

き

XMLインスタンスでな、、およびタイプについてします。 XMLスキーマXSDには、のルートレベ
ルのxsschemaがまれているがあります。

パラメーター

attributeFormDefault
XMLインスタンスドキュメントのをでするがあるかどうかをしま
すデフォルトはされていません

blockDefault
xscomplexTypeおよびxselementにされるブロックのデフォルト
。インスタンスドキュメントの/をブロックするためのルールをし
ますデフォルトはです。つまりもブロックしません。

defaultAttributes
XSD 1.1スキーマのすべてのxscomplexTypeおよびxselementにけ
られるxsattributeGroupをしますオプション。

elementFormDefault
XMLインスタンスドキュメントのをでするがあるかどうかをしま
すデフォルトはされていません。  ほとんどなく、すべてのスキ
ーマはこれを「  」にします。

finalDefault
xscomplexTypeおよびxselementでされるデフォルトの。スキー
マの/をブロックするためのルールをしますデフォルトはです。つ
まりブロックしません。

id スキーマのIDオプション

targetNamespace
このスキーマでされているすべてのとおよびグローバルにされた
コンポーネントをします。

バージョン
スキーマのバージョンです。これはこのXSDバージョンつまり、
Soap 1.2、FpML 4.2などではなく、ドキュメントのバージョンで
す。

xpathDefaultNamespace
XSD 1.1 xsselector、xsfield、xsalternativexsassertXPathでされる
デフォルトのをでされるxpathDefaultNamespaceのデフォルトは
、

どれか ' http://www.w3.org/2001/XMLSchema 'にないのもされます。
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xs ドキュメントとでみりなデータをするをします。

xsinclude
じtargetNamespaceまたはtargetNamespaceをたないスキーマを
めるためにされますカメレオンスキーマを。

xsimport
とはなるtargetNamespaceをつスキーマをインクルードするため
にされます。

xsする
じtargetNamespaceまたはtargetNamespaceなしをつスキーマを
みみ、そのにまれるxssimpleType、xscomplexType、xsgroupま
たはxsattributeGroupのをするためにされますここではdragons ....

xssimpleType グローバルきをし、してすることができます。

xscomplexType グローバルきをし、してすることができます。

xsgroup のグローバルきグループをし、してすることができます。

xsattributeGroup グローバルきのグループをし、してすることができます。

xs グローバルきをし、それをしてすることができます。

xs
グローバルきをし、それをしてしたり、XMLインスタンスのとし
てしたりすることができます。

xs -

xsdefaultOpenContent
XSD 1.1スキーマのすべてのxscomplexTypeおよびxsでのをする
ためのルールをします。

Examples

なxsschema

になスキーマをします。

、elementFormDefaultは ' qualified 'にされています。には、これをしていないスキーマをつける
のはしいでしょうスキーマにめてください。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 - (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="qualified" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:element name="Person"> 
        <xs:complexType> 
            <xs:sequence> 
                <xs:element name="Forename" type="xs:string" /> 
                <xs:element name="Surname" type="xs:string" /> 
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            </xs:sequence> 
        </xs:complexType> 
    </xs:element> 
</xs:schema>

xsスキーマのelementFormDefault

により、elementFormDefaultはにqualifiedにされますが、にがわれるかることができます。

に、elementFormDefaultをqualifiedにします。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="qualified" 
           targetNamespace="http://base.com" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:element name="MyBaseElement"> 
        <xs:complexType> 
            <xs:sequence> 
                <xs:element name="ChildA" type="xs:string" /> 
            </xs:sequence> 
        </xs:complexType> 
    </xs:element> 
</xs:schema>

サンプルXMLドキュメント

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<!-- Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com) --> 
<b:MyBaseElement xmlns:b="http://base.com" 
                 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
                 xsi:schemaLocation="http://base.com ElementFormDefault_qualified.xsd"> 
    <b:ChildA>string</b:ChildA> 
</b:MyBaseElement>

ChildAもネームスペース 'b'でするがあることにしてください。

は、elementFormDefaultをunqualifiedにしててみましょう。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="unqualified" 
           targetNamespace="http://base.com" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:element name="MyBaseElement"> 
        <xs:complexType> 
            <xs:sequence> 
                <xs:element name="ChildA" type="xs:string" /> 
            </xs:sequence> 
        </xs:complexType> 
    </xs:element> 
</xs:schema>

https://riptutorial.com/ja/home 10



サンプルXMLドキュメント

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<!-- Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com) --> 
<b:MyBaseElement xmlns:b="http://base.com" 
                 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
                 xsi:schemaLocation="http://base.com ElementFormDefault_unqualified.xsd"> 
    <ChildA>string</ChildA> 
</b:MyBaseElement>

は、グローバルにされたMyBaseElementだけが 'b'でされ、ChildAスキーマのでされているはされ
ていないことにしてください。

のでは、グローバルにされたはXMLインスタンスでされていなければなりませんが、そこでされ
たはされていないことがわかりました。しかし、これはにルートをするのではなく、されるをグ
ローバルにしているは、にするがあります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
<!--Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com)--> 
<xs:schema elementFormDefault="unqualified" 
           targetNamespace="http://base.com" 
           xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"> 
    <xs:element name="MyBaseElement"> 
        <xs:complexType> 
            <xs:sequence> 
                <xs:element name="ChildA" type="xs:string" /> 
                <xs:element xmlns:q1="http://base.com" ref="q1:MyElement" /> 
            </xs:sequence> 
        </xs:complexType> 
    </xs:element> 
    <xs:element name="MyElement" type="xs:string" /> 
</xs:schema>

サンプルXMLドキュメント

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<!-- Created with Liquid Studio 2017 (https://www.liquid-technologies.com) --> 
<b:MyBaseElement xmlns:b="http://base.com" 
                 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
                 xsi:schemaLocation="http://base.com ElementFormDefault_unqualified.xsd"> 
    <ChildA>string</ChildA> 
    <b:MyElement>string</b:MyElement> 
</b:MyBaseElement>

MyElementは、グローバルにされているため、がであることにもしてください。

として、elementFormDefaultがqualifiedにされているは、すべてがでされるがありますエイリア
スまたはデフォルトのnamesapce xmlns = "..."をすることによって。しかし、
elementFormDefaultはにされています。はになります。されているかどうかをべるには、スキー
マをかなりしなければなりません。
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はそれがelementFormDefaultがにqualifiedにされているだとします

オンラインでxsschemaをむ https://riptutorial.com/ja/xsd/topic/9052/xs-schema
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